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細
野
地
区
に
あ
る
霧
島
岑
神
社

は
創
建
時
期
こ
そ
不
明
で
す
が
、

承
和
４
年
（
８
３
７
年
）
の
『
続

日
本
後
紀
』
と
い
う
文
献
に
は
す

で
に
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
、
と

て
も
由
緒
あ
る
神
社
で
す
。

　

も
と
も
と
は
、
霧
島
連
山
の
頂

上
付
近
、
高
千
穂
峰
と
御
鉢
と
の

間
に
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

10
世
紀
の
中
ご
ろ
に
こ
の
地
を
修

行
で
訪
れ
た
性し

ょ
う
く
う空

上し
ょ
う
に
ん人

が
霧
島
六

社
（
六
所
）
権
現
を
創
建
し
、
霧

島
岑
神
社
を
霧
島
中
央
権
現
と
称

し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
霧
島
岑
神
社
は
度
重

な
る
噴
火
に
よ
り
社
殿
が
焼
失

し
、
再
建
や
遷せ

ん
ざ座
を
く
り
返
す
こ

と
と
な
り
明
治
５
年
（
１
８
７
２

年
）
に
は
、
現
在
地
に
あ
っ
た
雛

守
神
社
と
合
祀
し
、
名
を
本
社
で

あ
る
霧
島
岑
神
社
と
し
て
改
め
ま

し
た
。
御
神
体
は
、
享
保
元
年
の

新
燃
岳
の
噴
火
に
よ
り
焼
失
し
た

神
社
の
社
殿
跡
か
ら
発
掘
さ
れ
た

と
さ
れ
る
木
彫
像
の
御
神
体
が
祀

ら
れ
、
昭
和
43
年
に
小
林
市
指
定

有
形
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

雲
龍
巻
柱
と
は

　

雲
龍
巻
柱
は
、
神
社
の
本
殿
に
あ

る
向こ

う
は
い
ば
し
ら

拝
柱
に
龍
と
瑞ず

い
う
ん雲

を
絡
ま
せ
た

柱
で
す
。
社
殿
を
支
え
る
柱
に
龍
の

彫
刻
を
施
し
、
狛
犬
の
よ
う
に
一
対

で
設
置
さ
れ
、
神
社
を
守
護
す
る
た

め
に
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
柱
に
龍
を
巻
き
付
か
せ
る
神
社

は
全
国
で
見
ら
れ
ま
す
が
、
特
に
鹿

児
島
県
や
宮
崎
県
に
多
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

霧
島
岑
神
社
の
雲
龍
巻
柱

　

霧
島
岑
神
社
の
雲
龍
巻
柱
は
、
文

献
や
神
社
に
保
管
さ
れ
て
い
る
棟む

ね
ふ
だ札

か
ら
文
久
２
年
（
１
８
６
２
年
）
に

社
殿
が
再
建
さ
れ
た
際
に
共
に
造

ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
様
相
は
向
拝
柱
下
か
ら
30

㌢
程
を
八
角
柱
に
し
、
そ
こ
か
ら
上

の
柱
に
巻
き
付
く
龍
の
体
や
瑞
雲
は

高た
か
う
き
ぼ

浮
彫
り
の
技
法
が
用
い
ら
れ
、
向

か
っ
て
右
側
は
口
を
開
い
た
阿あ

ぎ
ょ
う形
、

左
側
は
口
を
閉
じ
た
吽う

ん
ぎ
ょ
う形
と
な
っ
て

い
ま
す
。
他
地
域
の
雲
龍
巻
柱
に
は

色
彩
が
施
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い

で
す
が
、
本
神
社
は
白し

ら
き木

造づ
く

り
で
あ

り
、
そ
の
こ
と
が
全
体
を
奥
ゆ
か
し

く
端
麗
な
印
象
を
与
え
て
い
ま
す
。

雲
龍
巻
柱
の
歴
史
的
価
値

　

霧
島
岑
神
社
の
雲
龍
巻
柱
は
、

造
立
年
代
は
江
戸
末
期
で
あ
り
国

指
定
の
霧
島
神
宮
本
殿
〔
正
徳
５

年
（
１
７
１
５
年
）〕、
宮
崎
県
指

定
の
兼け

ん
き喜

神
社
本
殿
〔
天
明
８
年

（
１
７
８
８
年
）〕
と
比
べ
る
と
時
期

的
に
は
や
や
新
し
い
も
の
の
、
そ
の

造
り
や
姿
な
ど
で
類
似
す
る
と
こ
ろ

も
多
く
旧
島
津
藩
の
雲
龍
巻
柱
と
同

様
の
建
築
様
式
の
も
と
造
立
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
保
存

状
態
に
お
い
て
も
全
体
的
に
良
好
な

状
態
を
保
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
霧
島
岑
神
社
雲
龍
巻
柱
は
、
江

戸
時
代
に
お
け
る
薩
摩
文
化
を
今
に

伝
え
、
当
時
の
交
流
の
様
子
や
建
築

美
術
の
す
ば
ら
し
さ
を
表
す
小
林
市

の
貴
重
な
文
化
財
で
す
。

　

普
段
は
一
般
の
参
拝
者
が
立
ち
入

る
こ
と
の
で
き
な
い
本
殿
前
に
あ
る

雲
龍
巻
柱
で
す
が
、
霧
島
岑
神
社
で

は
毎
年
11
月
18
日
に
例
大
祭
が
行
わ

れ
、
そ
の
際
に
御
神
体
並
び
に
雲
龍

巻
柱
の
一
般
公
開
も
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
教
育
委
員
会
で
は
11
月

よ
り
市
内
施
設
に
て
『
霧
島
岑
神
社

雲
龍
巻
柱
パ
ネ
ル
展
』
を
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
来
場
く
だ
さ
い
。

新
た
に
小
林
市
指
定
文
化
財
に
選
定

霧
島
岑
神
社

日
向
三
代
の
神
々
を

祀
る
由
緒
あ
る
神
社

～
霧
島
岑
神
社
～
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このコーナーでは、市内８地区で設立された
「きずな協働体」の活動やイベント情報を紹介します！

きずな協働体通信

　

依
然
と
し
て
各
地
で
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
が
、「
新
し
い
生
活

様
式
」
や
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
基
準

が
示
さ
れ
る
な
ど
、
社
会
生
活
の

再
開
が
各
分
野
で
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

細
野
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で

は
、
市
民
の
健
康
増
進
と
感
染
症

防
止
に
配
慮
し
た
地
域
活
動
に
対

す
る
補
助
「
小
林
市
Ｎ
Ｐ
Ｏ
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
創
造
事
業
補
助
制

度
」を
活
用
し
、「
細
野
ま
ち
歩
き
、

歩
け
歩
け
運
動
」
を
来
年
１
月
に

細
野
２
区
管
内
、
３
月
に
細
野
３

区
管
内
で
開
催
し
ま
す
（
11
月
１

日
に
は
細
野
１
区
管
内
で
開
催
）。

　

パ
ラ
ソ
ル
（
日
傘
、
雨
傘
）
で

フ
ィ
ジ
カ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
（
身

体
的
距
離
）
を
保
ち
な
が
ら
の
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
、
歩
き
方
の
講
演
な

ど
も
予
定
し
て
い
ま
す
。　

　

11
月
と
１
月
の
イ
ベ
ン
ト
で

は
、「
こ
ば
や
し
健
幸
ポ
イ
ン
ト
」

に
登
録
す
る
と
参
加
ポ
イ
ン
ト
が

も
ら
え
ま
す
。
詳
し
く
は
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

●
問
＝
細
野
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　

℡
27
‐
３
５
０
０

細野まち歩きで健幸ウオーキング！
細野

まちづくり協議会

南校区
まちづくり協議会

　

９
月
13
日
、
東
方
小
・
中
学
校
、

小
林
コ
ス
モ
ス
支
援
学
校
の
３
校

合
同
大
運
動
会
で
、
東
方
小
５
・

６
年
生
と
東
方
中
の
生
徒
に
よ
っ

て
伝
統
芸
能
の
「
東
方
輪
太
鼓
踊

り
」
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
陰
陽
石
ま
つ
り
や
こ

ば
や
し
秋
ま
つ
り
が
中
止
と
な
る

な
ど
披
露
の
機
会
が
少
な
く
な
っ

て
い
る
な
か
、
学
校
の
ご
協
力
に

よ
っ
て
伝
統
芸
能
の
伝
承
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
東
方
校
区
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
は
、
感
染
症
拡
大
防
止
の

た
め
事
業
実
施
が
難
し
い
状
況
で

す
。
早
く
ワ
ク
チ
ン
や
治
療
薬
が

開
発
さ
れ
、
以
前
の
活
動
に
戻
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

東方校区

まちづくり協議会

運動会での「東方輪太鼓踊り」の様子

コロナ禍の中、「東方輪太鼓踊り」を今年も披露

　

南
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で

は
、
自
宅
を
ス
タ
ー
ト
し
て
南
校

区
内
の
道
路
沿
い
や
ご
み
の
多
い

場
所
な
ど
を
重
点
的
に
歩
き
な
が

ら
ご
み
を
拾
う
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

大
会
」
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い

ま
す
。
毎
年
５
月
、
７
月
、
11
月

の
第
３
日
曜
日
に
開
催
し
て
お

り
、
お
楽
し
み
抽
選
会
も
実
施
。

　

次
回
は
11
月
15
日
（
日
曜
）
に

開
催
予
定
で
、
今
年
最
後
の
「
火

バ
サ
ミ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
で
す
。

　

た
く
さ
ん
の
方
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

◆
ご
み
持
込
場
所

　

南
小
学
校
正
門
前

◆
ご
み
持
込
時
間

　

８
時
30
分
～
９
時

火バサミウオーキング開催

今
年
の
例
大
祭
（
一
般
公
開
日
時
予
定
）　

11
月
18
日
（
水
曜
）
11
時
～
16
時


